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急性心筋梗塞患者でSITを施行した症例において，正常心筋に uptake される thallium-201心筋シン















T 1 -201 は SIT療法後経時的に 4 日以内， 1 -2 週後， 6 週後に施行した。各時期における方
法であるが，先ず 2 mCi の thallium-201を静注しその10分後に撮影したものを安静時像とし， 4 時




35名の急J性心筋梗塞患者のうち 25名では梗塞の責任冠動脈は閉塞しており (A群) ，残りの10名
では責任冠動脈は亜完全閉塞で末梢部まで造影された (B群) 0 A群において 2 名では冠動脈内に
nitroglycerin を注入することによって閉塞冠動脈は再開通し，残りの23名中22名では urokinase によ
る S'I T によって再開通した。従って，再開通の成功率は96% (24/25) となる。なお再開通に要し
た urokinase の量は 12-144万単位(平均48万単位)であったo 40日後の慢性期に行った再造影検査で
は， A群の再開通に成功した24名中20名において冠動脈は開存しており (A 1 群) , 4 名で再閉塞し
ていた (A 2 群)。
2. Thallium-201心筋シンチグラムの成績
A1 群20名中16名 (80%) では経時的に施行したT 1 -201において最低 1 回以上逆再分布現象が起
こった。なおこの逆再分布現象は SIT後 1 -2 週において頻繁(15名)に起こる傾向があったO 一
方， A 2 群においては SIT後 1 -2 週において，この逆再分布現象が観られたものは皆無であったO
従って， S 1 T後 1 -2 週のT 1 -201の逆再分布現象の有無により梗塞の責任冠動脈の開存性が非侵
襲的に予測することが可能で， sensitivity は75% (15/20) , specificity は100% (4/4) , accuracy 
は79% (19/24) であったO なおB群の10名中この逆再分布現象が観られたのは僅か l 名のみであっ
た。
3. 左室機能
A1 群で SITの 1 -2 週後にT 1 -201で逆再分布現象のみられた症例 (15名)では，血清の crea









いることが多く， S 1 T後の梗塞責任冠動脈の開存性を非侵襲的に予測するのに有用であった。④T 1-
201において逆再分布現象の観られた症例では，心筋壊死の程度は中等度で左室収縮機能の改善の程度
も中等度であった。
論文の審査結果の要旨
本研究は，急性心筋梗塞患者で選択的冠動脈内血栓溶解療法を施行した症例において，経時的に Thal­
lium-201による安静時並びに再分布時における心筋シンチグラムを撮影し，その逆再分布現象に注目し
たものである。
本研究により，逆再分布現象を来した患者では，血栓溶解療法後，中等度の左室機能の改善がおこり，
なおかっ梗塞責任冠動脈は開存していることが明らかとなった。これに類する研究は極めて数少なく，
本研究は医学博士の学位を授与するに価すると認定する。
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